
活発な交流機会の創出ＪＴＢ旅ホ連

地
域
振
興
・

観
光
振
興
　組

織
強
化Ｊ

Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済

旅
ホ
連
会
員
の
相
互
扶
助
制
度

優
秀
な
人
材
の
確
保
と

従
業
員
の
長
期
定
着
へ

旅
ホ
連
ニ
ュ
ー
ス

地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

研
修
の
継
続
実
施
　
　

三
位
一
体
大
作
戦

の
継
続
　
　
　
　

ホ
テ
ル
新
商
品
の
開
発

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
地
域
交
流
事
業

へ
の
支
援
　
　
　
　
　
　

人
手
不
足
対
策
へ
の

積
極
的
な
取
り
組
み

会
員
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
の

交
流
機
会
創
出
　
　
　

会
員
リ
ス
ク
の
軽
減
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プ
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サ
ー
研
修

年度のパンフレット

鈴
木
宏
久
事
務
局
長

　
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
」

（
理
事
長
＝
大
西
雅
之
・
Ｊ

Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
会
長
）は
、Ｊ
Ｔ

Ｂ
旅
ホ
連
会
員
の
旅
館
・
ホ

テ
ル
の
経
営
者
の
「
同
じ
宿

泊
業
に
携
わ
る
従
業
員
の
た

め
に
は
独
自
の
福
利
厚
生
制

度
が
必
要
」
と
の
考
え
か
ら

１
９
８
７
年
に
設
立
。
以
来


年
以
上
、
旅
ホ
連
の
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

加
入
員
の
た
め
に
災
害
補
償

や
給
付
内
容
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
増
や
す
な
ど
、
制
度

の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。

　
鈴
木
宏
久
事
務
局
長
は

「
現
在
、
旅
ホ
連
共
済
の
加

入
会
員
は
約
１
８
８
０
会

員
。
う
ち
約
２
０
０
会
員
が

設
立
当
初
か
ら
継
続
加
入
し

て
お
り
、長
い
歴
史
を
持
つ
、

会
員
に
と
っ
て
有
意
義
な
制

度
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
」

と
話
す
。

　

年
度
の
慶

弔
・
見
舞
金
の

給
付
額
は
約
６

１
０
０
万
円

（
前
年
比
１
０

５
％
、
た
だ
し


年
度
の
給
付
額
に
は
特
別

災
害
見
舞
金
を
含
ま
な
い
）。

特
に
療
養
見
舞
金
、
通
院
見

舞
金
、
入
院
見
舞
金
が
増
加

し
て
お
り
、
加
入
員
に
還
元

が
で
き
た
。

年
度
の
特
別

災
害
見
舞
金
と
は
、
同
年
の

熊
本
地
震
災
害
を
機
に
自
然

災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
場
合
の
見
舞
金
と
し

て
設
定
し
た
制
度
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
旅
ホ
連
共
済

は
、
時
代
の
流
れ
に
沿
い
、

施
設
経
営
者
・
従
業
員
を
第

一
に
、
柔
軟
な
制
度
運
営
を

行
っ
て
い
る
。

　
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

年
に

は
、
従
来
の
加
入
費
が
月
３

０
０
円
の
プ
ラ
ン
Ａ
に
加

え
、
月
７
０
０
円
の
プ
ラ
ン

Ｂ
を
設
定
し
た
。
プ
ラ
ン
Ｂ

な
ら
で
は
の
特
徴
と
し
て
業

務
時
間
以
外
の
補
償
も
可
能

に
す
る
な
ど
、
会
員
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
る
。
こ
こ
数

年
、
条
件
の
よ
り
良
い
プ
ラ

ン
Ｂ
を
選
択
す
る
加
入
員
が

急
増
し
、
現
在
で
は
全
体
の


％
を
占
め
て
い
る
。

　
経
営
に
は
優
秀
な
人
材
確

保
と
従
業
員
の
長
期
定
着
化

が
欠
か
せ
な
い
。
そ
し
て
、

福
利
厚
生
制
度
は
働
く
側
の

大
き
な
関
心
事
だ
。
旅
ホ
連

加
盟
施
設
の
従
業
員
で
あ
れ

ば
、
パ
ー
ト
社
員
や
外
国
人

社
員
も
加
入
が
可
能
で
、
年

々
そ
の
加
入
員
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。
加
入
費
は
個
人

負
担
も
で
き
る
。

　

年
度
も
、

引
き
続
き
高
水

準
の
旅
ホ
連
共

済
制
度
の
維

持
、
向
上
を
図

る
。
そ
の
た
め

に
は
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
た
め
、

年
度
に
Ｊ
Ｔ

Ｂ
旅
ホ
連
が
立
ち
上
げ
た

「
人
財
・
組
織
強
化
委
員
会
」

で
は
、
旅
ホ
連
共
済
が
い
か

に
施
設
の
福
利
厚
生
に
役
立

ち
、
そ
れ
が
人
材
確
保
と
従

業
員
の
定
着
化
に
つ
な
が
っ

て
い
く
か
を
検
証
。
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
の
七
つ
の
連

合
会
を
通
じ
て
、
「
旅
ホ
連

共
済
」
の
持
つ
意
義
を
各
支

部
に
働
き
か
け
、
会
員
へ
の

認
知
を
深
め
て
い
る
。
実
際

に
、
求
人
募
集
に
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
ホ
連
共
済
加
盟
」
と
記
載

し
、
人
材
確
保
を
進
め
て
い

る
施
設
も
あ
る
。
「
旅
ホ
連

共
済
」
は
、「
結
婚
祝
金
」

「
出
産
祝
金
」「
入
学
祝
金
」、

働
き
盛
り
の
中
高
年
に
は

「
療
養
見
舞
金
」「
入
院
見
舞

金
」
、
長
ら
く
施
設
を
支
え

て
く
れ
た
従
業
員
に
は
「
古

希
祝
金
」
な
ど
、
人
生
の
節

目
の
場
面
で
給
付
が
あ
る
。

　
「
『
優
秀
な
人
材
確
保
・

従
業
員
の
長
期
定
着
化
・
Ｅ

Ｓ
向
上
』
に
『
旅
ホ
連
会
員

だ
け
が
享
受
で
き
る
旅
ホ
連

共
済
』
を
経
営
に
最
大
限
活

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き

掛
け
て
い
く
」
と
鈴
木
事
務

局
長
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
ニ
ュ
ー
ス

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
ニ
ュ
ー
ス

は
、
旅
ホ
連
本
部
事
業
や
Ｊ
Ｔ

Ｂ
の
国
内
旅
行
に
関
す
る
情
報

を
告
知
す
る
と
と
も
に
「
活
発

な
交
流
機
会
の
創
出
、
個
性
あ

る
地
域
づ
く
り
」
を
進
め
る
た

め
に
支
部
、
連
合
会
の
情
報
、

活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。
会
員

相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

誌
と
し
て
年
８
回
発
行
す
る
。

　

年
度
は
「
若
女
将
・
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
語
る
」
や
「
人

財
育
成
・
人
財
確
保
」
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
グ
ル
ー
プ
各
社
の
「
新
た
な

切
り
口
に
よ
る
売
れ
筋
商
品
の

紹
介
」
「
宿
泊
増
売
最
前
線
」

の
企
画
記
事
を
新
た
に
連
載
し

た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
は
本
社
か
ら
Ｊ
Ｔ

Ｂ
各
社
・
各
支
店
・
各
店
ま
で

配
布
し
て
い
る
。

　
本
部
事
業
計
画
を
構
成
す
る

四
つ
の
柱
の
う
ち
、
「
地
域
振

興
・
観
光
振
興
」
に
は
特
に
地

道
な
取
り
組
み
の
継
続
が
必
要

だ
。
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、


年
度
の
「
星
を
売
ろ
う
」
の

昼
神
研
修
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
昨

年
度
に
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
地
域
振
興

を
進
め
る
社
員
向
け
研
修
と
し

て
始
め
た「
Ｄ
Ｍ
Ｐ（
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）研
修
」

を
旅
ホ
連
会
員
向
け
に
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
し
た
「
地
域
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
研
修
」
を
実
施
し
た
。

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
地

域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
研
修
だ
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の

Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
取
り

組
み
は
、
観
光
立
国
推
進
基
本

法
が
制
定
さ
れ
た

年
か
ら
始

ま
っ
た
。

年
か
ら
は
「
地
域

創
生
」
の
国
策
が
展
開
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
各
地

で
進
行
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
環
境
下
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
成
功
事

例
の
ス
ト
ッ
ク
も
厚
み
を
増
し

て
お
り
、
研
修
の
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
ー
が
充
実
し
て
き
た
。

　
昨
年
８
月

、

日
に
東
京

で
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
研
修

を
開
催
し
、

人
の
若
手
経
営

者
の
参
加
が
あ
っ
た
。
ス
タ
ー

ビ
レ
ッ
ジ
阿
智
誘
客
促
進
協
議

会
の
松
下
仁
事
務
局
長
や
Ｊ
Ｔ

Ｂ
総
合
研
究
所
の
研
究
員
に
よ

る
講
義
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
参
加
者
間
で
の
交

流
会
な
ど
を
行
っ
た
。

　
研
修
後
の
感
想
と
し
て
「
自

分
が
拠
っ
て
立
つ
地
域
の
こ
と

な
の
で
、
全
て
を
背
負
っ
て
い

く
覚
悟
が
必
要
と
感
じ
た
」「
す

で
に
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
る
地

域
の
観
光
素
材
か
ら
離
れ
、
全

く
別
の
も
の
を
見
つ
け
る
と
い

う
発
想
を
初
め
て
持
っ
た
」
な

ど
が
あ
っ
た
。

歳
前
半
の
若

手
の
参
加
会
員
が
研
修
を
通
じ

て
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ

た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
。

　
今
後
も
支
部
や
支
部
連
合
会

の
先
輩
会
員
や
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ｄ
Ｍ

Ｃ
個
所
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
観
光
戦
略
の

社
員
に
よ
り
若
手
会
員
を
力
強

く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　
旅
ホ
連
と
地
域
（
行
政
）
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
が
三
位
一
体

と
な
り
、
地
域
主
導
で
の
着
地

型
旅
行
商
品
の
開
発
や
地
域
ブ

ラ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実

践
す
る
人
材
の
育
成
と
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
協
業
し
て
の
宿
泊
増
売
に

つ
な
が
る
新
た
な
需
要
の
掘
り

起
こ
し
と
商
品
の
造
成
を
実
現

す
る
取
り
組
み
が
「
三
位
一
体

大
作
戦
」
だ
。
地
域
振
興
、
観

光
振
興
の
礎
と
な
る
連
携
強
化

の
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
度

も
継
続
し
て
い
く
。

　
三
位
一
体
大
作
戦
の
成
果
と

し
て
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
北
海

道
・
層
雲
峡
で
６
～

月
に
楽

し
め
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

は
体
験
型
観
光
素
材
の
好
事
例

だ
。
地
元
観
光
事
業
者
や
観
光

協
会
と
共
に
旅
ホ
連
会
員
が
旅

ホ
連
の
補
助
金
を
原
資
に
ス
ポ

ー
ツ
サ
イ
ク
ル
を
準
備
。
地
元

行
政
も
自
転
車
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

の
路
面
表
示
の
整
備
な
ど
で
協

力
す
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
取
り

組
み
で
あ
っ
た
こ
の
ツ
ア
ー
だ

が
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
北

海
道
事
業
部
は
国
内
向
け
に
エ

ー
ス
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
と
し
て
商
品
化
し
認
知

度
向
上
や
集
客
を
後
押
し
。
旅

行
者
の
個
人
化
へ
の
対
応
や
若

年
層
の
掘
り
起
こ
し
へ
の
第
一

歩
と
な
っ
て
い
る
。

　
ホ
テ
ル
新
商
品
の
開
発
は
、

新
た
な
需
要
創
造
に
加
え
、
会

員
施
設
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
造
成
担
当

者
と
の
協
業
を
目
的
と
し
て
お

り
、
今
年
度
も
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
。
昨
年
度
の
大
き

な
成
果
は
、
西
日
本
支
部
連
合

会
の
「
朝
食
自
慢
の
ホ
テ
ル
プ

ラ
ン
」
だ
。
販
売
人
員
７
０
５

３
人
、
販
売
額
で
は
約
７
６
０

０
万
円
を
売
り
上
げ
た
。
他
の

二
つ
の
プ
ラ
ン
も
合
わ
せ
る
と

合
計
１
万
６
７
０
人
、
販
売
額

で
は
１
億
１
８
０
０
万
円
と
大

き
な
成
果
を
生
ん
だ
。

　
ま
た
、
西
日
本
支
部
連
合
会

の
ホ
テ
ル
部
会
の
取
り
組
み
と

し
て
、
関
西
地
区
ホ
テ
ル
へ
の

訪
日
客
に
各
ホ
テ
ル
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
が
「
中
国
・
四
国
地
区

へ
の
シ
ョ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
の
お

勧
め
」
を
行
っ
て
い
る
。

年

度
は
、
訪
日
旅
行
客
用
の
大
型

マ
ッ
プ
「
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
　
Ｇ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
　
Ｍ
Ａ

Ｐ
」
を
作
成
し
、
宿
泊
増
売
と

併
せ
地
域
振
興
・
観
光
振
興
を

積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

　
ホ
テ
ル
部
会
で
は
、
今
年
度

も
全
国
各
地
で
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
行
う
計
画
だ
。

　
１
９
８
１
年
か
ら
続
く
Ｊ
Ｔ

Ｂ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト

「
杜
の
賑
い
」
。
地
域
伝
統
文

化
の
保
護
、育
成
や
芸
術
支
援
、

地
域
活
性
化
事
業
と
し
て
役
割

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
旅
ホ
連

で
は
今
年
度
も
継
続
し
て
支
援

す
る
。
秋
に
東
京
、
年
明
け
１

月
に
は
沖
縄
と
２
回
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
沖
縄
は
今
年

年

連
続
開
催
と
な
り
、
地
域
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
完
全
に
定
着
し
て

い
る
。
公
演
内
容
も
長
年
の
歴

史
と
共
に
洗
練
さ
れ
て
き
た
。

　
地
域
活
性
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
日
本
の
旬
」
に
つ
い
て
も
支

援
を
継
続
。
上
期
は
瀬
戸
内
山

陰
が
開
催
中
だ
。
下
期
の
北
関

東
は
、
首
都
圏
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

も
近
く
、
多
く
の
人
の
訪
問
が

期
待
で
き
る
。
普
段
は
な
じ
み

の
な
い
地
域
の
人
た
ち
に
足
を

運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
宿
泊
販
売
の
拡
大
の
た
め
に

は
、
旅
ホ
連
、
そ
し
て
そ
の
会

員
施
設
の
組
織
力
の
強
化
が
欠

か
せ
な
い
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
の

組
織
強
化
策
と
し
て
重
要
な
の

が
優
秀
な
人
材
の
確
保
だ
。
そ

の
礎
と
な
る
の
が
、
旅
ホ
連
会

員
施
設
の
従
業
員
を
対
象
と
し

た
相
互
扶
助
制
度
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅

ホ
連
共
済
」
だ
。
そ
の
前
段
階

と
し
て
「
人
手
不
足
対
策
の
充

実
」
も
重
要
と
な
る
。

　
旅
ホ
連
組
織
の
強
化
と
し
て

は
、
宿
泊
増
売
の
項
目
で
も
取

り
上
げ
た
「
旅
ホ
連
会
員
と
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
社
員
と
の
交
流

機
会
の
創
出
」
に
よ
る
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
の
連
携
強
化
を
継
続
す

る
。
ま
た
旅
ホ
連
会
員
の
活
動

や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
動
き
を

細
部
に
わ
た
り
伝
え
る
旅
ホ
連

ニ
ュ
ー
ス
の
紙
面
の
充
実
を
図

り
、
情
報
の
共
有
を
促
す
こ
と

も
推
進
し
て
い
く
。

　
こ
の
ほ
か
、
増
加
す
る
自
然

災
害
へ
の
組
織
と
し
て
の
対
応

力
の
充
実
に
よ
る
「
会
員
の
リ

ス
ク
軽
減
」
に
も
継
続
し
て
取

り
組
む
考
え
だ
。

　
国
内
の
経
済
状
況
の
改
善
な

ど
も
あ
り
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
業

界
の
人
手
不
足
に
拍
車
が
掛
か

っ
て
い
る
。
中
で
も
自
分
の
時

間
や
仕
事
の
や
り
が
い
を
重
視

す
る
若
い
世
代
の
確
保
は
難
し

い
。
働
く
場
と
し
て
の
旅
館
・

ホ
テ
ル
の
魅
力
を
高
め
、
さ
ら

に
は
そ
の
魅
力
を
若
い
世
代
に

伝
え
る
こ
と
が
課
題
だ
。

　
旅
ホ
連
で
は
そ
の
解
決
策
の

一
つ
と
し
て
、
一
昨
年
、
昨
年

に
続
き
学
生
へ
の
就
職
説
明
会

を
実
施
し
た
。
２
月

、

日

に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ル
＆
ホ
テ
ル

カ
レ
ッ
ジ
（
東
京
都
豊
島
区
）

で
行
っ
た
説
明
会
に
は
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
の
会
員
旅
館
・

ホ
テ
ル
か
ら
各
日
８
施
設
、
計


施
設
が
参
加
し
た
。

　
就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
前

段
階
の
学
生
に
旅
館
業
の
魅
力

を
伝
え
る
取
り
組
み
も
深
化
し

て
い
る
。

年
は
５
月

日
に

東
京
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
専
門
学
校
を
皮
切
り

に
４
カ
所
で
講
演
会
を
開
い

た
。
こ
の
う
ち
東
京
の
専
門
学

校
日
本
ホ
テ
ル
ス
ク
ー
ル
の
特

別
授
業
で
は
、
滋
賀
の
旅
館

「
び
わ
湖
花
街
道
」
の
社
長
、

佐
藤
祐
子
氏
が

、

月
の
２

回
に
わ
た
り
講
演
。
約
２
８
０

人
の
学
生
が
聴
講
し
た
。

　
ま
た
、
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｙ
Ｕ
Ｊ
Ｉ

Ｎ
留
学
生
支
援
機
構
と
業
務
提

携
し
、

年

月
に
初
の
試
み

と
し
て
静
岡
支
部
で
留
学
生
マ

ッ
チ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
た
。
こ
れ
は
地
方
を
知
ら
な

い
た
め
に
地
方
を
敬
遠
す
る
留

学
生
を
現
地
に
招
き
、
観
光
と

就
職
説
明
会
を
行
う
内
容
。

　
ベ
ト
ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
日
本
語
力
が

あ
り
旅
館
業
に
興
味
の
あ
る
学

生

人
が
参
加
。
旅
ホ
連
か
ら

は
９
施
設
が
参
加
し
た
。
施
設

か
ら
は
採
用
し
た
い
人
材
を
、

学
生
か
ら
は
希
望
の
施
設
を
支

援
機
構
に
申
し
入
れ
そ
の
後
、

面
接
を
実
施
。結
果
、２
施
設
で

３
人
が
内
定
と
な
っ
た
。

　
今
年
度
も
同
様
の
取
り
組
み

に
よ
り
人
手
不
足
の
解
消
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
マ
ッ
チ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
開
催

を
増
や
し
て
い
く
計
画
だ
。

　
全
国
の
支
部
長
か
ら
の
Ｊ
Ｔ

Ｂ
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
る
声

を
受
け
、
昨
年
は
５
月
に
東
京

で
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
実
務
者
と
旅
ホ
連

若
手
経
営
者
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

の
第
１
回
を
実
施
。

月
に
は

大
阪
で
も
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
１

０
０
人
近
く
が
参
加
し
て
活
発

な
交
流
と
懇
親
を
行
っ
た
。

　
大
阪
会
場
で
は
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し

た
。
参
加
し
た
約

人
の
Ｊ
Ｔ

Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
若
手
社
員
が
業

務
ご
と
に

テ
ー
ブ
ル
に
分
か

れ
て
着
席
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
ご
と
に
旅
ホ
連
会
員
の
参
加

者
が
テ
ー
ブ
ル
を
移
動
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
務
を
担
当
す
る
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
社
員
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
。

　
参
加
し
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
員
か
ら
は
「
担
当
エ
リ
ア
外

の
施
設
の
方
と
話
す
機
会
は
め

っ
た
に
な
い
の
で
大
変
勉
強
に

な
っ
た
」
「
ど
の
会
員
方
か
ら

も
『
現
地
に
も
っ
と
来
て
ほ
し

い
』
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

現
地
に
行
っ
て
新
鮮
な
生
の
情

報
を
収
集
す
る
重
要
性
を
痛
感

し
た
」
、
旅
ホ
連
会
員
の
参
加

者
か
ら
は
「
普
段
関
わ
る
こ
と

の
な
い
エ
リ
ア
の
社
員
と
知
り

合
う
機
会
と
な
り
、
貴
重
で
有

意
義
だ
っ
た
」
「
い
ろ
い
ろ
な

部
署
の
方
と
細
か
い
話
ま
で
で

き
、
有
意
義
だ
っ
た
。
継
続
実

施
は
も
ち
ろ
ん
、
勉
強
会
な
ど

も
で
き
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

手
ご
た
え
を
感
じ
さ
せ
る
感
想

が
多
数
集
ま
っ
た
。

　
今
年
度
も
同
様
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
実
施
し
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ

ル
ー
プ
社
員
と
若
手
旅
ホ
連
会

員
の
交
流
を
深
め
、
宿
泊
販
売

の
ベ
ー
ス
と
な
る
関
係
づ
く
り

を
構
築
し
て
い
く
。

　
会
員
施
設
の
リ
ス
ク
管
理
に

関
し
て
は
、

年
度
の
「
自
然

災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
か
ら

始
ま
り
、
「
ト
ラ
ブ
ル
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
経
営
者
編
・
現
場

対
応
編
）
」
「
災
害
復
興
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
と
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
な
ど
を
制
作
し
て
き
た
。

　
１
月
の
草
津
白
根
山
噴
火
の

際
に
は
、
神
奈
川
支
部
で
の

「
箱
根
大
涌
谷
噴
火
」
時
の
対

応
を
参
考
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
仕
入
セ

ク
シ
ョ
ン
、
旅
ホ
連
群
馬
支
部

会
員
で
は
落
ち
着
い
た
対
応
が

で
き
た
と
い
う
。

　
「
平
時
に
こ
そ
有
事
の
際
の

準
備
を
」
と
の
姿
勢
で
、
会
員

の
リ
ス
ク
管
理
に
は
今
年
度
も

継
続
し
て
取
り
組
む
。

旅
館
業
の
魅
力
を
伝
え
る
講
義


